
１　．　

始　
め　
に　

本　
シ　
リ　
ー　
ズ　
の　
第　
一　
回　
と　
、　
第　
二　

回　
で　
、　
日　
本　
人　
は　
、　
子　
供　
の　
こ　
ろ　
だ　

れ　
で　
も　
持　
っ　
て　
い　
る　
母　
に　
対　
す　
る　

「　
甘　
え　
」　
が　
、　
大　
人　
に　
な　
っ　
て　
も　
持　
ち　

続　
け　
る　
こ　
と　
、　
社　
会　
に　
出　
て　
も　
、　
家　

族　
類　
似　
の　
集　
団　
、　
保　
護　
と　
依　
存　
、　
も　

た　
れ　
あ　
い　
の　
集　
団　
を　
形　
成　
す　
る　
こ　
と　
、　

こ　
の　
集　
団　
は　
、　
外　
に　
排　
他　
的　
で　
あ　
る　

が　
、　
そ　
の　
中　
で　
は　
、　
親　
子　
類　
似　
の　
タ　

テ　
の　
秩　
序　
を　
形　
成　
す　
る　
こ　
と　
を　
指　
摘　

し　
た　
。　

タ　
テ　
秩　
序　
は　
、　
中　
根　
千　
枝　
先　
生　
に　

よ　
れ　
ば　
、　
世　
界　
に　
例　
が　
な　
い　
と　
の　
こ　

と　
。　
で　
は　
、　
こ　
の　
極　
端　
に　
日　
本　
的　
な　

国　
民　
性　
は　
ど　
こ　
か　
ら　
来　
た　
の　
で　
あ　
ろ　

う　
か　
。　
そ　
れ　
を　
確　
認　
で　
き　
れ　
ば　
、　
こ　

れ　
に　
対　
す　
る　
対　
策　
が　
み　
え　
て　
く　
る　
は　

ず　
だ　
。　

２　．　

第　
一　
の　
理　
由　
―　
民　
族　
抗　
争　

が　
無　
か　
っ　
た　
こ　
と　

日　
本　
人　
の　
国　
民　
性　
を　
作　
り　
あ　
げ　
た　

第　
一　
の　
最　
も　
重　
要　
な　
理　
由　
は　
、　
日　
本　

が　
島　
国　
で　
異　
民　
族　
の　
進　
入　
が　
無　
く　
、　

か　
つ　
深　
刻　
な　
民　
族　
抗　
争　
も　
無　
か　
っ　
た　

と　
い　
う　
こ　
と　
だ　
。　

大　
陸　
諸　
国　
で　
の　
民　
族　
同　
士　
の　
抗　
争　

は　
す　
さ　
ま　
じ　
い　
。　
負　
け　
れ　
ば　
皆　
殺　
し　

か　
奴　
隷　
あ　
る　
い　
は　
放　
逐　
だ　
。　
人　
類　
の　

歴　
史　
の　
中　
で　
、　
今　
ま　
で　
ど　
れ　
だ　
け　
の　

民　
族　
が　
滅　
亡　
し　
、　
あ　
る　
い　
は　
大　
移　
動　

を　
余　
儀　
な　
く　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
か　
。　
民　
族　

の　
抗　
争　
の　
激　
し　
い　
と　
こ　
ろ　
で　
は　
、　
生　

き　
抜　
く　
た　
め　
に　
は　
、　
と　
に　
か　
く　
独　
り　

立　
ち　
さ　
せ　
る　
よ　
う　
に　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　

る　
。　
親　
の　
責　
任　
は　
、　
親　
が　
い　
な　
く　
て　

も　
独　
り　
で　
生　
き　
て　
い　
け　
る　
よ　
う　
、　
個　

人　
と　
し　
て　
逞　
し　
く　
育　
て　
る　
こ　
と　
だ　
。　

親　
離　
れ　
、　
子　
離　
れ　
は　
絶　
対　
の　
条　
件　
だ　
。　

大　
陸　
諸　
国　
は　
、　
必　
然　
的　
に　
個　
人　
主　

義　
社　
会　
と　
な　
る　
。　
他　
方　
、　
日　
本　
は　
、　

そ　
の　
よ　
う　
な　
必　
要　
は　
全　
く　
な　
い　
。　
親　

離　
れ　
、　
子　
離　
れ　
す　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　
保　

護　
と　
依　
存　
の　
関　
係　
は　
生　
涯　
続　
く　
。　
そ　

の　
結　
果　
、　
子　
供　
の　
母　
親　
へ　
の　
甘　
え　
は　

生　
涯　
残　
存　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

チ　
グ　
リ　
ス　
、　
ユ　
ー　
フ　
ラ　
テ　
ス　
川　
流　

域　
、　
黄　
金　
の　
三　
角　
地　
帯　
。　
人　
類　
最　
初　

の　
文　
明　
を　
生　
ん　
だ　
地　
域　
で　
あ　
る　
が　
、　

こ　
こ　
で　
の　
民　
族　
の　
争　
い　
は　
こ　
と　
さ　
ら　

激　
し　
か　
っ　
た　
。　
今　
も　
、　
イ　
ス　
ラ　
エ　
ル　
、　

パ　
レ　
ス　
テ　
ィ　
ナ　
の　
抗　
争　
は　
激　
し　
い　
。　

イ　
ス　
ラ　
エ　
ル　
を　
支　
持　
す　
る　
ア　
メ　
リ　
カ　

は　
、　
イ　
ス　
ラ　
ム　
の　
テ　
ロ　
の　
対　
象　
だ　
。　

中　
国　
も　
民　
族　
抗　
争　
は　
激　
し　
い　
。　
あ　

の　
万　
里　
の　
長　
城　
は　
、　
北　
方　
民　
族　
の　
侵　

入　
を　
防　
ぐ　
た　
め　
の　
も　
の　
だ　
。　
と　
こ　
ろ　

で　
秦　
の　
始　
皇　
帝　
以　
降　
の　
統　
一　
王　
朝　
の　

な　
か　
で　
漢　
人　
が　
同　
じ　
漢　
人　
の　
王　
朝　
を　

何　
回　
持　
て　
た　
だ　
ろ　
う　
か　
。　
漢　
、　
宋　
、　

明　
の　
わ　
ず　
か　
３　
王　
朝　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
。　

2  0  
世　
紀　
ま　
で　
続　
い　
た　
清　
は　
満　
州　
族　
の　

王　
朝　
。　
ま　
た　
、　
中　
国　
で　
の　
王　
朝　
交　
代　

の　
戦　
は　
激　
し　
く　
、　
そ　
の　
激　
し　
い　
混　
乱　

の　
中　
で　
人　
口　
は　
３　
分　
の　
１　
ま　
で　
減　
る　

と　
い　
う　
。　

政　
権　
が　
安　
定　
し　
て　
も　
と　
に　
戻　
る　
が　
、　

再　
び　
世　
の　
中　
が　
大　
混　
乱　
し　
て　
３　
分　
の　

１　
に　
減　
る　
。　
こ　
の　
繰　
り　
返　
し　
が　
中　
国　

の　
歴　
史　
だ　
。　
中　
国　
人　
が　
逞　
し　
い　
の　
も　

う　
な　
ず　
け　
る　
。　

高　
校　
時　
代　
の　
世　
界　
史　
の　
授　
業　
を　
思　

い　
出　
し　
て　
ほ　
し　
い　
。　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
史　

は　
、　
ま　
る　
で　
戦　
争　
の　
歴　
史　
だ　
。　
１　
０　

０　
年　
戦　
争　
ま　
で　
登　
場　
す　
る　
。　

タ　
イ　
は　
日　
本　
と　
同　
じ　
く　
王　
朝　
を　
い　

た　
だ　
く　
。　
日　
本　
人　
は　
、　
日　
本　
と　
同　
じ　

よ　
う　
に　
昔　
か　
ら　
タ　
イ　
に　
王　
朝　
が　
あ　
っ　

た　
と　
思　
い　
が　
ち　
で　
あ　
る　
が　
、　
実　
は　
違　

う　
。　タ　

イ　
民　
族　
は　
も　
と　
も　
と　
雲　
南　
省　
に　

い　
た　
が　
民　
族　
移　
動　
し　
て　
今　
の　
タ　
イ　
の　

地　
に　
た　
ど　
り　
着　
い　
た　
の　
が　
1  3  
世　
紀　
。　

ア　
ユ　
タ　
ヤ　
王　
朝　
な　
ど　
を　
経　
て　
、　
今　
の　

王　
朝　
ラ　
タ　
ナ　
コ　
ー　
シ　
ン　
王　
朝　
は　
、　
１　

７　
８　
２　
年　
に　
成　
立　
し　
た　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
。　

次　
に　
海　
外　
旅　
行　
を　
す　
る　
と　
き　
、　
農　

村　
の　
あ　
り　
方　
に　
注　
目　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　

た　
い　
。　
日　
本　
の　
農　
村　
は　
農　
家　
が　
点　
在　

し　
て　
い　
る　
。　
耕　
作　
の　
便　
宜　
か　
ら　
、　
自　

分　
の　
う　
ち　
に　
近　
い　
と　
こ　
ろ　
に　
家　
を　
建　

て　
る　
か　
ら　
点　
在　
す　
る　
の　
は　
当　
然　
だ　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
大　
陸　
諸　
国　
で　
は　
、　
ど　
こ　

へ　
い　
っ　
て　
も　
ム　
ラ　
は　
集　
住　
し　
て　
い　
る　
。　

農　
地　
か　
ら　
遠　
ざ　
か　
っ　
て　
も　
集　
住　
す　
る　

の　
だ　
。　
耕　
作　
に　
不　
便　
で　
も　
、　
敵　
の　
侵　

入　
に　
対　
し　
、　
そ　
う　
し　
な　
い　
と　
滅　
び　
て　

し　
ま　
う　
か　
ら　
だ　
。　

３　．　

第　
２　
の　
理　
由　
―　
米　
作　
の　
適　

地　

第３回　日本人の国民性はどのように形成されたか

どうすれば強い日本を作れるのか
弁護士　金子博人
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

日　
本　
の　
夏　
は　
、　
高　
温　
多　
湿　
で　
農　
耕　

に　
適　
し　
て　
い　
る　
。　
土　
壌　
は　
豊　
か　
。　
そ　

し　
て　
、　
米　
と　
い　
う　
効　
率　
の　
良　
い　
穀　
物　

を　
栽　
培　
す　
る　
。　
そ　
の　
結　
果　
、　
自　
給　
率　

は　
き　
わ　
め　
て　
高　
く　
、　
ム　
ラ　
は　
多　
く　
の　

人　
を　
養　
え　
る　
。　

地　
中　
海　
は　
、　
全　
く　
逆　
。　
夏　
は　
乾　
燥　

し　
、　
土　
壌　
は　
豊　
か　
で　
な　
く　
岩　
だ　
ら　
け　
。　

古　
代　
の　
都　
市　
国　
家　
は　
、　
す　
ぐ　
人　
口　
過　

剰　
に　
な　
っ　
た　
。　
古　
代　
ギ　
リ　
シ　
ャ　
も　
そ　

の　
典　
型　
。　
穀　
物　
を　
エ　
ジ　
プ　
ト　
や　
メ　
ソ　

ポ　
タ　
ミ　
ア　
か　
ら　
輸　
入　
し　
た　
が　
、　
代　
金　

支　
払　
い　
の　
た　
め　
、　
現　
金　
収　
入　
と　
な　
る　

ぶ　
ど　
う　
酒　
や　
つ　
ぼ　
を　
作　
っ　
た　
。　
商　
工　

業　
が　
発　
達　
し　
、　
地　
中　
海　
は　
交　
易　
路　
と　

な　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
で　
も　
足　
り　
ず　
、　
植　
民　

都　
市　
を　
あ　
ち　
こ　
ち　
に　
作　
っ　
た　
。　

日　
本　
は　
、　
農　
耕　
に　
適　
し　
て　
い　
た　
分　

自　
給　
率　
が　
高　
く　
商　
工　
業　
は　
発　
達　
し　
な　

か　
っ　
た　
。　
日　
本　
海　
も　
、　
東　
シ　
ナ　
海　
も　

大　
陸　
か　
ら　
隔　
絶　
す　
る　
海　
で　
あ　
り　
、　
地　

中　
海　
の　
よ　
う　
な　
交　
易　
の　
た　
め　
の　
交　
通　

路　
と　
は　
な　
ら　
な　
か　
っ　
た　
。　
そ　
の　
分　
異　

民　
族　
の　
侵　
入　
も　
防　
ぐ　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　

が　
閉　
鎖　
的　
な　
ム　
ラ　
が　
形　
成　
さ　
れ　
た　
。　

こ　
こ　
で　
は　
生　
涯　
、　
狭　
い　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　

テ　
ィ　
ー　
で　
同　
じ　
人　
間　
と　
付　
き　
合　
う　
。　

皆　
と　
違　
う　
こ　
と　
を　
や　
れ　
ば　
目　
立　
つ　
。　

閉　
鎖　
社　
会　
で　
は　
、　
皆　
と　
違　
う　
こ　
と　
を　

す　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
最　
も　
嫌　
わ　
れ　
る　
。　

村　
人　
は　
周　
り　
の　
目　
を　
気　
に　
し　
な　
が　
ら　
、　

人　
と　
違　
う　
こ　
と　
を　
避　
け　
て　
生　
活　
す　
る　

こ　
と　
と　
な　
る　
。　
争　
い　
も　
避　
け　
ら　
れ　
る　
。　

閉　
鎖　
的　
で　
人　
の　
移　
動　
が　
極　
端　
に　
少　
な　

い　
ム　
ラ　
で　
は　
、　
勤　
勉　
で　
従　
順　
で　
あ　
る　

こ　
と　
が　
何　
よ　
り　
も　
大　
事　
。　
能　
力　
や　
実　

績　
な　
ど　
は　
邪　
魔　
。　
リ　
ー　
ダ　
ー　
は　
調　
整　

型　
で　
十　
分　
。　
そ　
の　
結　
果　
、　
年　
齢　
や　
格　

式　
を　
基　
礎　
と　
し　
た　
タ　
テ　
社　
会　
が　
形　
成　

さ　
れ　
た　
。　

中　
国　
な　
ど　
も　
農　
耕　
の　
適　
地　
で　
あ　
っ　

た　
が　
異　
民　
族　
の　
侵　
入　
を　
常　
に　
受　
け　
、　

生　
涯　
同　
じ　
人　
々　
と　
生　
き　
て　
い　
く　
よ　
う　

な　
平　
和　
な　
状　
況　
に　
は　
な　
か　
っ　
た　
。　
何　

時　
住　
居　
か　
ら　
放　
逐　
さ　
れ　
る　
か　
分　
か　
ら　

な　
い　
、　
厳　
し　
い　
世　
界　
で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　

の　
結　
果　
、　
国　
民　
性　
は　
日　
本　
人　
と　
は　
全　

く　
異　
な　
る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
。　

４　．　

第　
３　
の　
理　
由　
―　
大　
規　
模　
な　

治　
水　
が　
不　
要　

メ　
ソ　
ポ　
タ　
ミ　
ア　
、　
エ　
ジ　
プ　
ト　
、　
中　

国　
、　
イ　
ン　
ダ　
ス　
と　
い　
う　
４　
大　
文　
明　
発　

祥　
の　
地　
は　
、　
ど　
れ　
も　
大　
河　
の　
流　
域　
。　

毎　
年　
大　
規　
模　
な　
洪　
水　
が　
発　
生　
し　
、　
大　

規　
模　
な　
治　
水　
が　
必　
要　
な　
た　
め　
、　
巨　
大　

な　
権　
力　
が　
そ　
れ　
を　
可　
能　
に　
し　
た　
。　

日　
本　
は　
、　
川　
は　
短　
く　
大　
規　
模　
の　
治　

水　
は　
不　
要　
で　
あ　
っ　
た　
。　
最　
大　
の　
島　
で　

あ　
る　
本　
州　
も　
細　
長　
く　
、　
ど　
の　
地　
点　
を　

と　
っ　
て　
も　
海　
ま　
で　
の　
距　
離　
は　
短　
い　
。　

川　
の　
水　
量　
は　
一　
年　
中　
豊　
か　
。　
治　
水　
は　

原　
則　
的　
に　
村　
単　
位　
で　
十　
分　
で　
あ　
っ　
た　
。　

治　
水　
が　
ム　
ラ　
単　
位　
と　
言　
う　
こ　
と　
は　

重　
要　
だ　
。　
経　
済　
基　
盤　
、　
生　
活　
基　
盤　
が　

ム　
ラ　
単　
位　
だ　
と　
言　
う　
こ　
と　
だ　
。　
し　
か　

も　
、　
自　
給　
率　
は　
き　
わ　
め　
て　
高　
い　
。　
非　

常　
に　
密　
度　
の　
高　
い　
共　
同　
体　
と　
な　
る　
。　

閉　
鎖　
性　
の　
高　
い　
独　
自　
の　
国　
民　
性　
が　
形　

成　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
。　

５　．　

日　
本　
人　
は　
ど　
こ　
へ　
向　
か　
う　

か　
ち　
ょ　
っ　
と　
前　
ま　
で　
、　
日　
本　
人　
の　

8  0  
％　
以　
上　
は　
ム　
ラ　
に　
住　
ん　
で　
い　
た　
。　

こ　
の　
ム　
ラ　
と　
い　
う　
、　
平　
和　
で　
自　
給　
率　

が　
高　
く　
人　
の　
移　
動　
の　
な　
い　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　

テ　
ィ　
ー　
の　
な　
か　
で　
、　
日　
本　
人　
に　
大　
人　

に　
な　
っ　
て　
も　
「　
甘　
え　
」　
が　
残　
り　
、　
排　

他　
的　
な　
集　
団　
性　
と　
独　
特　
の　
タ　
テ　
社　
会　

が　
形　
成　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
は　
今　
述　
べ　
た　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
今　
や　
日　
本　
人　
の　
8  0  
％　

以　
上　
は　
都　
市　
生　
活　
だ　
。　
し　
か　
も　
、　
諸　

外　
国　
と　
の　
激　
し　
い　
競　
争　
に　
さ　
ら　
さ　
れ　

て　
い　
る　
。　
平　
和　
で　
排　
他　
的　
な　
ム　
ラ　
の　

原　
理　
が　
通　
用　
す　
る　
わ　
け　
が　
な　
い　
。　
に　

も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
ム　
ラ　
の　
原　
理　
に　
し　

が　
み　
つ　
か　
ざ　
る　
を　
得　
な　
い　
の　
が　
今　
の　

日　
本　
人　
の　
悲　
劇　
だ　
。　

こ　
う　
い　
う　
と　
、　
こ　
の　
国　
民　
性　
で　
、　

高　
度　
経　
済　
成　
長　
を　
達　
成　
し　
た　
で　
は　
な　

い　
か　
と　
の　
反　
論　
が　
あ　
ろ　
う　
。　
し　
か　
し　
、　

こ　
の　
成　
功　
体　
験　
が　
今　
の　
日　
本　
人　
を　
苦　

し　
め　
て　
い　
る　
と　
言　
い　
た　
い　
。　

高　
度　
経　
済　
成　
長　
時　
代　
は　
、　
追　
い　
つ　

け　
、　
追　
い　
越　
せ　
。　
目　
標　
は　
み　
な　
共　
通　
、　

強　
い　
リ　
ー　
ダ　
ー　
は　
不　
要　
。　
ア　
イ　
デ　
ィ　

ア　
は　
外　
か　
ら　
買　
え　
ば　
よ　
い　
。　
ム　
ラ　
が　

カ　
イ　
シ　
ャ　
と　
な　
り　
終　
身　
雇　
用　
と　
年　
功　

序　
列　
、　
ま　
じ　
め　
さ　
と　
勤　
勉　
さ　
で　
日　
本　

人　
は　
成　
功　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
い　
ま　
や　

日　
本　
は　
発　
展　
途　
上　
国　
で　
な　
い　
。　
成　
熟　

し　
た　
先　
進　
国　
と　
し　
て　
は　
、　
多　
様　
な　
価　

値　
観　
の　
中　
、　
自　
ら　
進　
む　
べ　
き　
道　
を　
見　

出　
さ　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　
昔　
の　
成　

功　
体　
験　
は　
む　
し　
ろ　
弊　
害　
だ　
。　

金　
子　
博　
人　

（　
か　
ね　
こ　
・　
ひ　
ろ　
ひ　
と　
）　

金　
子　
博　
人　
法　
律　
事　
務　
所　
。　
弁　
護　
士　
。　
早　
稲　
田　
大　
学　
法　

学　
部　
卒　
業　
、　
同　
大　
学　
院　
修　
士　
課　
程　
（　
商　
法　
）　
終　
了　
。　

１　
９　
７　
７　
年　
４　
月　
弁　
護　
士　
開　
業　
。　
国　
際　
旅　
行　
法　
学　
会　

（　
Ｉ　
Ｆ　
Ｔ　
Ｔ　
Ａ　
）　
会　
員　
。　
大　
東　
文　
化　
大　
学　
法　
科　
大　
学　

院　
、　
日　
本　
大　
学　
法　
科　
大　
学　
院　
講　
師　
。　
市　
場　
取　
引　
監　
視　

委　
員　
会　
委　
員　
（　
東　
京　
工　
業　
品　
取　
引　
所　
）　。　
日　
本　
プ　
ラ　

イ　
ム　
リ　
ア　
ル　
テ　
ィ　
投　
資　
法　
人　
執　
行　
役　
員　
。　



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲載内容の無断転載・転用を固く禁じます。 

 

金子博人法律事務所 

〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目10番4号 和孝銀座8丁目ビル7階 

http://www.kaneko-law-office.jp 

http://www.kaneko-law-office.jp/

